
 

  

 

- 8 -

７ 校外研修など各種プログラム（３）      西表島生態学実習 

１ 目的・仮説 

(1) 西表島の豊かな生態系について学ぶとともに、現地調査で得た結果をもとに西表島の生態系について 

説明することができるようになる。 

(2) 西表島の生態系や海岸漂着物、マイクロプラスチックなどの海洋汚染、外来種の増加などについて、

現地で観察、調査を行い、地球規模で進む環境の変化の実態を知る。また、生態系保全と地球環境の

改善に対する興味・関心、意欲を高める。 

２ 実施内容・方法 

 ◇期間 令和3年12月15日（水）～ 17日（金） 

 ◇行程（実習内容） 

◆12月15日（水）  野外実習①（亜熱帯多雨林、照葉樹などの観察、浦内川）、ミーティング、リフレクション 

◆12月16日（木）  野外実習②（マングローブ植生の観察、浦内川流域） 

野外実習③（漂着物・マイクロプラスチック調査）、ミーティング、リフレクション 

◆12月17日（金）  野外実習④（海岸漂着物、マイクロプラスチック調査など、石垣島南部～西部） 

野外実習⑤（海岸漂着物、マイクロプラス 

チック調査など、石垣島北部～東部） 

◇参加者  科学探究科2年生（希望者） 

 17名（男子12名、女子5名、計17名） 

  引率教員  藤原正人、稲葉浩介 

 ◇訪問施設 ・くまのみ自然学校 沖縄県八重山郡竹富町字西表993  

       ・八重山殖産株式会社 沖縄県石垣市白保287-14 

３ 効果・評価・検証   

 (1)事前研修の効果により、現地での実習がより充実したものになった。 

    第1回：12月8日実習概論と課題説明  第2回：12月14日マイクロプラスチック実習 

 (2)現地でしか見分できない貴重な自然や生態系に触れることができ、生徒の自然や環境に関する理解や

解決すべき課題への理解が深まった。 

(3)事後研修の効果により、実習内容の理解がより深まった。今後、実習報告会の実施やポスター展示など 

で実習の成果を他の生徒に普及する。 

【事後研修の成果物】 

①実習報告紹介用ポスター ②マイクロプラスチック調査報告書 ③実習報告プレゼンテーション 

（4）参加生徒の感想 

  ・今まで抱いていた固定概念が今回の実習でたくさん覆された。私たちが気づいていない点で、見落と   

している課題がたくさんあることが分かった。 

  ・マングローブはほとんど同じものだと思っていたが、それぞれに個性があり、面白かった。 

  ・プラスチックのごみの問題は思っていたよりも深刻で、生き方を変えていきたいと思った。 

 

 

 

 

 

   

 

亜熱帯多雨林の観察 

マイクロプラスチック実習と海洋漂着ゴミ実習 マングローブ実習 
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39 3.62 0.37 111 3.44 0.49 36 3.55 0.65 85 3.50 0.51 1.00 0.11 0.34 0.17 0.13

40 4.25 0.51 112 4.17 0.56 37 3.75 0.94 83 4.02 0.57 0.00 0.23 0.03 1.11 0.24

40 4.20 0.54 109 4.03 0.66 36 4.02 0.92 83 4.05 0.63 0.39 0.43 0.29 0.35 0.03

40 0.15 0.26 109 0.25 0.34 36 0.14 0.24 83 0.16 0.28 0.19 0.19 0.35 0.07 0.30

40 -0.06 0.24 109 -0.10 0.34 36 -0.07 0.21 83 -0.12 0.32 0.74 0.30 0.94 0.07 0.04

40 4.57 0.51 111 4.62 0.49 37 4.42 0.78 84 4.45 0.49 0.02 0.54 0.91 0.39 0.32

39 4.56 0.41 112 4.48 0.53 36 4.32 0.77 84 4.35 0.53 0.02 0.73 0.48 0.57 0.23

40 3.91 0.60 110 3.70 0.75 36 3.80 0.83 85 3.74 0.76 0.69 0.21 0.47 0.20 0.03

40 4.13 0.57 108 4.03 0.69 37 3.98 0.88 85 3.99 0.67 0.33 0.63 0.57 0.28 0.05

40 4.12 0.54 112 3.96 0.74 37 3.92 0.93 85 3.97 0.68 0.32 0.60 0.25 0.39 0.02

40 3.24 0.99 110 3.02 0.97 36 2.91 1.39 85 3.01 0.97 0.23 0.68 0.24 0.43 0.00

39 3.97 0.62 112 3.62 0.92 36 3.63 1.04 83 3.66 0.70 0.19 0.17 0.09 0.56 0.06

40 3.20 1.26 112 2.77 1.20 37 2.61 1.41 85 2.54 1.24 0.01 0.17 0.26 0.66 0.18

37 3.69 0.31 40 3.61 0.38 1.04 0.30 0.24

38 4.14 0.59 39 4.29 0.65 1.03 0.31 0.23

38 4.38 0.50 39 4.24 0.58 1.14 0.26 0.26

38 0.13 0.19 39 0.10 0.31 0.44 0.66 0.10

38 -0.08 0.24 39 -0.07 0.33 0.18 0.86 0.00

38 4.69 0.37 40 4.55 0.62 1.21 0.23 0.27

38 4.70 0.41 40 4.59 0.50 1.06 0.29 0.27

38 3.95 0.69 40 3.77 0.84 1.03 0.31 0.23

38 4.34 0.41 40 4.13 0.72 1.58 0.12 0.36

38 4.31 0.52 39 4.00 0.66 2.32 0.02 0.53

38 3.42 0.91 40 3.38 1.03 0.15 0.88 0.03

38 4.21 0.52 40 4.02 0.56 1.55 0.13 0.35

38 3.21 1.24 40 2.98 1.22 0.85 0.40 0.19

- 34 -



39 3.62 0.37 111 3.44 0.49 36 3.55 0.65 85 3.50 0.51 1.00 0.11 0.34 0.17 0.13

40 4.25 0.51 112 4.17 0.56 37 3.75 0.94 83 4.02 0.57 0.00 0.23 0.03 1.11 0.24

40 4.20 0.54 109 4.03 0.66 36 4.02 0.92 83 4.05 0.63 0.39 0.43 0.29 0.35 0.03

40 0.15 0.26 109 0.25 0.34 36 0.14 0.24 83 0.16 0.28 0.19 0.19 0.35 0.07 0.30

40 -0.06 0.24 109 -0.10 0.34 36 -0.07 0.21 83 -0.12 0.32 0.74 0.30 0.94 0.07 0.04

40 4.57 0.51 111 4.62 0.49 37 4.42 0.78 84 4.45 0.49 0.02 0.54 0.91 0.39 0.32

39 4.56 0.41 112 4.48 0.53 36 4.32 0.77 84 4.35 0.53 0.02 0.73 0.48 0.57 0.23

40 3.91 0.60 110 3.70 0.75 36 3.80 0.83 85 3.74 0.76 0.69 0.21 0.47 0.20 0.03

40 4.13 0.57 108 4.03 0.69 37 3.98 0.88 85 3.99 0.67 0.33 0.63 0.57 0.28 0.05

40 4.12 0.54 112 3.96 0.74 37 3.92 0.93 85 3.97 0.68 0.32 0.60 0.25 0.39 0.02

40 3.24 0.99 110 3.02 0.97 36 2.91 1.39 85 3.01 0.97 0.23 0.68 0.24 0.43 0.00

39 3.97 0.62 112 3.62 0.92 36 3.63 1.04 83 3.66 0.70 0.19 0.17 0.09 0.56 0.06

40 3.20 1.26 112 2.77 1.20 37 2.61 1.41 85 2.54 1.24 0.01 0.17 0.26 0.66 0.18

37 3.69 0.31 40 3.61 0.38 1.04 0.30 0.24

38 4.14 0.59 39 4.29 0.65 1.03 0.31 0.23

38 4.38 0.50 39 4.24 0.58 1.14 0.26 0.26

38 0.13 0.19 39 0.10 0.31 0.44 0.66 0.10

38 -0.08 0.24 39 -0.07 0.33 0.18 0.86 0.00

38 4.69 0.37 40 4.55 0.62 1.21 0.23 0.27

38 4.70 0.41 40 4.59 0.50 1.06 0.29 0.27

38 3.95 0.69 40 3.77 0.84 1.03 0.31 0.23

38 4.34 0.41 40 4.13 0.72 1.58 0.12 0.36

38 4.31 0.52 39 4.00 0.66 2.32 0.02 0.53

38 3.42 0.91 40 3.38 1.03 0.15 0.88 0.03

38 4.21 0.52 40 4.02 0.56 1.55 0.13 0.35

38 3.21 1.24 40 2.98 1.22 0.85 0.40 0.19

- 35 -



- 36 -



- 37 -



 

  

(2)化学部 

今年度は部員の増加に伴い、４つの研究班に分かれ各班独自の研究テーマを設定し、探求していく

スタイルでの活動を行っている。 
各班では2年生をリーダーとして、研究テーマの設定・実験方法や試薬の選別・実験の実施・実験結

果の考察・班内でのディスカッションおよびフィードバック・プレゼンテーションソフト等によるま

とめ・発表会での発表を主軸として取り組んでいる。 
また、他の班の研究についての意見交換も行い、固定しがちな視点に新しい意見を取り入れること

も自然に行われるようになっている。 
実験では今までは購入できなかった試薬などを使い幅広い実験を行ったり、試行回数を増やしたり

と実験の水準も向上した。 
実験装置についても既存のものを使わず、自分たちの実験方法に適したものを自分たちで設計し、

一から作り上げることにチャレンジしている研究班もあり、今後の実験への発展も期待できる。 
 
今年度は、「私の科学研究発表会（全研究班）」や「兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

（選抜班）」等、自分たちの研究を学校外で発表できる機会に参加し、他の学校がどのような研究をど

う行っているのか、また他の人に内容を伝えるためにはどうすればいいのかなど、実験室で実験をし

ているだけでは気づけない貴重な経験を積むことができた。 
 
受賞 第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表化学部 奨励賞 
 
また学校内では、「オープンハイスクールでの授業」や「小野サイエンス教室」に助手として、また

小中学生に直接指導する立場として参加した。また校内文化祭でワークショップを開催し、文化部発

表会で探究内容を発表するなど多岐に活動をしている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通信号反応に使用する糖に関する研究 

ホッカイロに関する研究 テルミット反応 

 

  

９ 自然科学部の活動 

１ 目的・仮説および効果・検証 

自然科学部は、物理部、化学部、生物部、天文部の４グループを統合した理数系の部活動で、生徒の興味・

関心に基づいて自由に、主体的に活動している。各部ともに課題を見つけ、解決する能力を育む活動を重

視している。研究テーマは先輩からの引継ぎや新規に設定したものがあり、実験し検証、考察、新たな課

題の発見という自然科学の研究手法を実践し、上級生を中心にその手法が身についている。また、科学コ

ンクールへの参加やオンライン発表会での発表、コンテンツ動画の制作とユーチューブでの一般公開など、

各部とも部員の興味関心や今までの活動の実績を活かして充実した活動をしている。 

 

２ 実施内容・方法 

(1)物理部 

    通常の活動として個人・班単位で自由にテーマを設定し、研究を行っている。主な研究のテーマとしてＶ

Ｒや数学、物理実験、ソフトウェア開発などが挙げられる。今年度からは新たに可視光による通信技術につ

いての研究もスタートした。これらの研究成果は部誌「ＤＥＬＴ－Ａ」の紙面でその一部が紹介されている。

また、機会をとらえて校内外問わず積極的に研究の成果を発表している。その内容が評価され、受賞した研

究も少なくない。以下、その主だった内容を紹介する。 
① 部誌「DELＴ－Ａ」（４月発刊） 

・「代数と微分と幾何と」  レギオモンタヌスの角度最大化問題を紹介 

・「太陽光発電の光と闇」  再生可能エネルギーが注目される中、太陽光発電に焦点をあて紹介 

・「ＦＭ音源を知ってほしい」 ＦＭ音源の原理から作成方法までを解説紹介 

 

② 受賞 2年 小林麟太郎君 

・CIEC 2021 PCカンファレンスU-18研究奨励賞（海外・アプリ開発） 

・CIEC 2021 春季カンファレンス論文採択（海外・アプリ開発） 

・42nd IEEE Symposium on Security and Privacy ポスター発表（海外・アプリ開発） 

・東京理科大学 第12回坊ちゃん科学賞 佳作（アプリ開発） 

・第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表小林麟太郎(物理部) 奨励賞 

・第21回日本情報オリンピックJOI 2021/2022 敢闘賞（競技プログラミング） 

注目は、上記受賞にあるCIEC、IEEEをはじめGCC 2022 Taiwan-Global Cybersecurity Camp2022 

Taiwan（日本代表として参加）、Fermilab Saturday Morning Physics受講といった海外にも活躍の場

が広がっている点である。 

今年度は地域の小学生を対象とした「小野サイエンス教室」が復活し、12月の開催が実現した。今年

から研究を始めた「可視光通信」をテーマに簡単な工作と演示実験を行ったが、大変好評であった。 
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(2)化学部 

今年度は部員の増加に伴い、４つの研究班に分かれ各班独自の研究テーマを設定し、探求していく

スタイルでの活動を行っている。 
各班では2年生をリーダーとして、研究テーマの設定・実験方法や試薬の選別・実験の実施・実験結

果の考察・班内でのディスカッションおよびフィードバック・プレゼンテーションソフト等によるま

とめ・発表会での発表を主軸として取り組んでいる。 
また、他の班の研究についての意見交換も行い、固定しがちな視点に新しい意見を取り入れること

も自然に行われるようになっている。 
実験では今までは購入できなかった試薬などを使い幅広い実験を行ったり、試行回数を増やしたり

と実験の水準も向上した。 
実験装置についても既存のものを使わず、自分たちの実験方法に適したものを自分たちで設計し、

一から作り上げることにチャレンジしている研究班もあり、今後の実験への発展も期待できる。 
 
今年度は、「私の科学研究発表会（全研究班）」や「兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

（選抜班）」等、自分たちの研究を学校外で発表できる機会に参加し、他の学校がどのような研究をど

う行っているのか、また他の人に内容を伝えるためにはどうすればいいのかなど、実験室で実験をし

ているだけでは気づけない貴重な経験を積むことができた。 
 
受賞 第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表化学部 奨励賞 
 
また学校内では、「オープンハイスクールでの授業」や「小野サイエンス教室」に助手として、また

小中学生に直接指導する立場として参加した。また校内文化祭でワークショップを開催し、文化部発

表会で探究内容を発表するなど多岐に活動をしている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通信号反応に使用する糖に関する研究 

ホッカイロに関する研究 テルミット反応 

 

  

９ 自然科学部の活動 

１ 目的・仮説および効果・検証 

自然科学部は、物理部、化学部、生物部、天文部の４グループを統合した理数系の部活動で、生徒の興味・

関心に基づいて自由に、主体的に活動している。各部ともに課題を見つけ、解決する能力を育む活動を重

視している。研究テーマは先輩からの引継ぎや新規に設定したものがあり、実験し検証、考察、新たな課

題の発見という自然科学の研究手法を実践し、上級生を中心にその手法が身についている。また、科学コ

ンクールへの参加やオンライン発表会での発表、コンテンツ動画の制作とユーチューブでの一般公開など、

各部とも部員の興味関心や今までの活動の実績を活かして充実した活動をしている。 

 

２ 実施内容・方法 

(1)物理部 

    通常の活動として個人・班単位で自由にテーマを設定し、研究を行っている。主な研究のテーマとしてＶ

Ｒや数学、物理実験、ソフトウェア開発などが挙げられる。今年度からは新たに可視光による通信技術につ

いての研究もスタートした。これらの研究成果は部誌「ＤＥＬＴ－Ａ」の紙面でその一部が紹介されている。

また、機会をとらえて校内外問わず積極的に研究の成果を発表している。その内容が評価され、受賞した研

究も少なくない。以下、その主だった内容を紹介する。 
① 部誌「DELＴ－Ａ」（４月発刊） 

・「代数と微分と幾何と」  レギオモンタヌスの角度最大化問題を紹介 

・「太陽光発電の光と闇」  再生可能エネルギーが注目される中、太陽光発電に焦点をあて紹介 

・「ＦＭ音源を知ってほしい」 ＦＭ音源の原理から作成方法までを解説紹介 

 

② 受賞 2年 小林麟太郎君 

・CIEC 2021 PCカンファレンスU-18研究奨励賞（海外・アプリ開発） 

・CIEC 2021 春季カンファレンス論文採択（海外・アプリ開発） 

・42nd IEEE Symposium on Security and Privacy ポスター発表（海外・アプリ開発） 

・東京理科大学 第12回坊ちゃん科学賞 佳作（アプリ開発） 

・第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表小林麟太郎(物理部) 奨励賞 

・第21回日本情報オリンピックJOI 2021/2022 敢闘賞（競技プログラミング） 

注目は、上記受賞にあるCIEC、IEEEをはじめGCC 2022 Taiwan-Global Cybersecurity Camp2022 

Taiwan（日本代表として参加）、Fermilab Saturday Morning Physics受講といった海外にも活躍の場

が広がっている点である。 

今年度は地域の小学生を対象とした「小野サイエンス教室」が復活し、12月の開催が実現した。今年

から研究を始めた「可視光通信」をテーマに簡単な工作と演示実験を行ったが、大変好評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 39 -



 

  

2021/11/14 第12回坊ちゃん科学賞研究論文コンテスト 

８代目スミレ班：入賞、７代目スミレ班： 佳作、９代目スミレ班： 佳作 

2021/11/7 第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表 奨励賞 

2021/11/14 藤原ナチュラルヒストリー振興財団第11回高校生ポスター研究発表  優秀賞 

2021/11/14 第４回グローバルサイエンティストアワード”夢の翼“ 名鉄観光サービス株式会社賞 

2021/12/12 第19回高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC) 審査委員奨励賞 

2021/12/19 甲南大学リサーチフェスタ2021 審査員特別賞 

2021/12/18 朝永振一郎第16回「科学の芽」賞・筑波大学 努力賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏合宿（京都府大江山・長老ヶ岳） 

（左、下の右・左） 

岡山県鯉が窪湿原観察会 企業研究者とのオンライン会議 
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2021/11/7 第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門口頭発表 奨励賞 

2021/11/14 藤原ナチュラルヒストリー振興財団第11回高校生ポスター研究発表  優秀賞 

2021/11/14 第４回グローバルサイエンティストアワード”夢の翼“ 名鉄観光サービス株式会社賞 

2021/12/12 第19回高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC) 審査委員奨励賞 

2021/12/19 甲南大学リサーチフェスタ2021 審査員特別賞 

2021/12/18 朝永振一郎第16回「科学の芽」賞・筑波大学 努力賞 
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(4)天文部 

①天体観察会（合宿）  令和3年8月10日(火)～8月11日(水)、1泊2日  ハチ北高原「ロッヂ野間」 
例年実施している合宿で、11名が参加した。当初は9日から2泊3日の予定であったが、台風の接近に伴

う気象警報が発令されたため、初日の予定のみをキャンセルして実施することにした。日中は曇天で夜の

観望会が危ぶまれたが、日没後は次第に雲量が減り、満天の星空に恵まれた。天の川銀河やメジャーな星

雲を中心に、観察した。 
◇使用機材 屈折望遠鏡3台、シュミットカセグレン望遠鏡1台、双眼鏡2台、反射望遠鏡1台、CMOSカ     

メラ1台、デジタルカメラ2台 
 ◇観察した主な天体 天の川銀河、夏の大三角、白鳥座（デネブ）、こと座（ベガ、M57リング星雲）、

さそり座（アンタレス、M7、M8）、いて座（南斗六星、M23三裂星雲）、ヘルクレス座（M13
球状星団）、ペガスス座（秋の四辺形）、アンドロメダ座（M31大銀河）、ペルセウス座

（NGC869、NGC884） 昨年の合宿よりも、観察できた対象が増えた。 
 台風が通り過ぎた後ということもあってか、大気の状態がとても落ち着いていて、夏の夜空としては恵     
まれた状態だった。肉眼で天の川を始めてみる部員も多く、雲のように見える天の川が双眼鏡で見ると数 
えきれない星の集まりであることに気づき、部員一同、長い時間、見入っていた。デジタルカメラによる

星野写真の撮影は、事前研修して臨んだが、いざ暗所での機材操作となると思うようにいかないこともあ

り、苦戦していた。天の川と星団星雲の写真を撮影することができた。 
②月例観望会 月１回のペースで計画、実施した。 

   5月21日（金）皆既月食の観察、6月12日（土）、7月20日（火）、7月26日（月）、7月31日（土）、8月2日（月）、     

8月5日（木）、8月19日（木）、8月23日（月）、9月25日（土）、10月30日（土）、11月19日（金）月食の観

察、12月23日（木）、1月8日（土）、2月12日（土） 合計15回（3月以降にも実施予定） 

部員の観察技術が上達し、観察したい対象が広がり、興味関心が高まってきたため、昨年度より4回多

くの実施になった。 

③明石市立天文科学館 訪問  ・館内展示の見学、プラネタリウム視聴 参加部員数 6名 

④「プラネタリウム解説動画コンテンツをつくろう2021」（五国SSH連携プログラム、主催 兵庫「咲いテク」

推進委員会） 
・10月30日（土）オンライン会議、12月9日（木）オンライン会議 明石市立天文科学館スタッフとの

打ち合わせ 
・12月13日（月）オンライン交流会 プログラム参加校の生徒との交流、情報交換 
・星空紹介用動画コンテンツの作成 
  （ア）てんびん座の紹介動画 （イ）おうし座の紹介動画 

 どちらも12月にユーチューブにアップし一般公開中 
   https://www.youtube.com/watch?v=G2cDEd5LfjE 
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①天体観察会（合宿）  令和3年8月10日(火)～8月11日(水)、1泊2日  ハチ北高原「ロッヂ野間」 
例年実施している合宿で、11名が参加した。当初は9日から2泊3日の予定であったが、台風の接近に伴

う気象警報が発令されたため、初日の予定のみをキャンセルして実施することにした。日中は曇天で夜の

観望会が危ぶまれたが、日没後は次第に雲量が減り、満天の星空に恵まれた。天の川銀河やメジャーな星

雲を中心に、観察した。 
◇使用機材 屈折望遠鏡3台、シュミットカセグレン望遠鏡1台、双眼鏡2台、反射望遠鏡1台、CMOSカ     

メラ1台、デジタルカメラ2台 
 ◇観察した主な天体 天の川銀河、夏の大三角、白鳥座（デネブ）、こと座（ベガ、M57リング星雲）、

さそり座（アンタレス、M7、M8）、いて座（南斗六星、M23三裂星雲）、ヘルクレス座（M13
球状星団）、ペガスス座（秋の四辺形）、アンドロメダ座（M31大銀河）、ペルセウス座

（NGC869、NGC884） 昨年の合宿よりも、観察できた対象が増えた。 
 台風が通り過ぎた後ということもあってか、大気の状態がとても落ち着いていて、夏の夜空としては恵     
まれた状態だった。肉眼で天の川を始めてみる部員も多く、雲のように見える天の川が双眼鏡で見ると数 
えきれない星の集まりであることに気づき、部員一同、長い時間、見入っていた。デジタルカメラによる

星野写真の撮影は、事前研修して臨んだが、いざ暗所での機材操作となると思うようにいかないこともあ

り、苦戦していた。天の川と星団星雲の写真を撮影することができた。 
②月例観望会 月１回のペースで計画、実施した。 

   5月21日（金）皆既月食の観察、6月12日（土）、7月20日（火）、7月26日（月）、7月31日（土）、8月2日（月）、     

8月5日（木）、8月19日（木）、8月23日（月）、9月25日（土）、10月30日（土）、11月19日（金）月食の観

察、12月23日（木）、1月8日（土）、2月12日（土） 合計15回（3月以降にも実施予定） 

部員の観察技術が上達し、観察したい対象が広がり、興味関心が高まってきたため、昨年度より4回多

くの実施になった。 

③明石市立天文科学館 訪問  ・館内展示の見学、プラネタリウム視聴 参加部員数 6名 

④「プラネタリウム解説動画コンテンツをつくろう2021」（五国SSH連携プログラム、主催 兵庫「咲いテク」

推進委員会） 
・10月30日（土）オンライン会議、12月9日（木）オンライン会議 明石市立天文科学館スタッフとの

打ち合わせ 
・12月13日（月）オンライン交流会 プログラム参加校の生徒との交流、情報交換 
・星空紹介用動画コンテンツの作成 
  （ア）てんびん座の紹介動画 （イ）おうし座の紹介動画 

 どちらも12月にユーチューブにアップし一般公開中 
   https://www.youtube.com/watch?v=G2cDEd5LfjE 
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